
63.7% 70.8% 57.5% － 60.7% 67.6% 54.5% － 81.3% 67.0%

63.1% 64.5% 60.3% － 63.2% 66.1% 57.5% － 82.0% 56.3%

67.6% 78.3% 57.6% － 57.0% 51.2% 51.0% － 72.9% 84.5%

67.7% 70.7% 55.7% － 55.6% 57.6% 51.3% － 68.3% 72.3%

61.0% 69.2% 55.0% － 57.8% 72.2% 49.0% － 67.5% 59.0%

60.9% 64.7% 54.0% － 58.2% 67.6% 47.9% － 67.8% 46.6%

１年

２年

３年

１年

２年

３年

１年

２年

３年

１年

２年

３年

１年

２年

３年

英 語

●　令和７年度　横浜市学力・学習状況調査（新羽中学校結果）　●

　令和７年５月１３日に実施された横浜市学力・学習状況調査の概要をお知らせします。
　各学年とも、前年度の学習内容に基づく調査及び分析内容となります。

■教科別学習状況調査結果

［　平均正答率　／　学力を伸ばした生徒の割合　］
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　全体的に市の平均の正答率を下回るものがいくつか見られた。特に、文学的な文章・説明的な文章に関する問いでは、内容全体の
構成を捉える力が下回っている。図やグラフを用いた情報処理に関する問いでは、今後の授業で、図などを読み取る力を育てる必要
があると感じられた。また、語彙を豊かにし、登場人物の心情や人物像などを、描写を基にていねいに読み取っていく指導が必要で
あると考えられる。

　全体的に市の平均の正答率を下回るものがいくつかあった。特に「情報活用」の資料を読んで理解したことに基づいて、自分の考
えが伝わる文章になるように工夫して書く力が下回っている。今後は、情報の整理の仕方、引用の仕方について理解を深め、それら
を使うとともに、自分の考えの根拠として、資料から分かることをあげて、自分の考えが伝わる文章を書く力を育てる必要がある。

　全体的には市の平均とほぼ同じ結果となった。しかし、知識・技能の漢字の書き取りや熟語の構成の理解においては市の平均を上
回った。一方、説明的な文章の叙述を基に要旨を把握することや、文学的な文章の登場人物の言動の意味を考え、内容を解釈する問
いは平均を下回った。今後も、これまでに学習した語句に関する学習を継続しつつ、教科書の学習材等では丁寧に文章を読み取り、
作品への理解を深められる指導をしていきたい。

社
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　地理的分野・歴史的分野にかかわらず、全体的には市の平均を少し下回った。知識・技能の観点、思考・判断・表現の観点それぞ
れに少し課題が見られる。思考・判断・表現の設問に関しては、既習知識を活用して、資料を読み取り、答えを導くことに不慣れな
様子が見受けられたため、問題演習の必要性を感じた。今後は基本的な知識の定着を目指すとともに、活用する応用力を身に付けて
いきたい。

　全体的に市の平均の正答率をやや上回る結果となった。特に、地理的分野での知識・技能の観点の問いで高い正答率となった。歴
史的分野で知識・技能、思考・判断・表現の観点に関わらず平均を少し下回る問いがいくつかみられた。資料を読み取って変化や違
いを理解する問題や、複数の資料を組み合わせて特色を考えたりまとめたりする問題は正答率が下がっているので、授業や定期テス
トで意識的に取り上げる必要がある。

　地理・歴史にかかわらず、多くの問題で市平均を上回る結果となった。思考・判断・表現の観点の問題に苦手意識を持っている生
徒が多いが、市の正答率と同じかやや上回っており、日頃の意識付けが功を奏しているようだ。一方で、資料から読み取り理解する
問題については、市平均を少し下回る問題もあった。資料を読み取る技能と学んだ知識を組み合わせて活用する学習を継続していく
必要がある。
　また、古代ギリシア・ローマ、日本の昔の国名など、知識面で弱いところがあった。
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　全体の正答率は市平均63.2％と比べ、60.7％とやや下回った。正答率25％以下の分布が少ないものの、正答率の分布の山が分かれ
ており、教え合いの活動などを継続し、全体の理解度を向上させていきたい。「直方体の体積の求め方」についての正答率が高い
が、特に空間図形については得意不得意の差が見られる。「式」についての領域では市平均より正答率の平均が高いが、「計算の仕
方を多面的に捉える」問の正答率は低かった。理科や数学に苦手意識のある生徒が取り組みやすい授業づくりを考えていきたい。

　全体の正答率は市平均55.6％と比べ、57.0％とやや上回った。領域別では、「式」の領域では市平均を下回るものが多く、「図
形」の領域では市平均を上回る傾向が見られた。また、「数学科の学習では、答えを確かめたり、求め方を振り返ってよりよい方法
がないかを考えたりしていますか。」の問への肯定的な回答が市平均と比べて下回る傾向が見られた。基礎的な計算の定着を図りな
がら、様々な解法を多角的に検討してより良いものを選択できるよう指導する必要がある。

　正答率は、市平均の58.2％と比べ、57.8％とわずかに下回ったが、学力を伸ばした生徒の割合は７割を超えており、学力レベルは
市平均と同等程度といえる。領域別では、「式」について市平均より３ポイントのマイナス、「統計」について4.2ポイントのプラス
となっている。最も正答率が高かったのは、「三角形の合同条件」の理解を問う問題の88.0％、最も低かったのは、「一元一次方程
式」と「文字式」の活用に関する問の31.3％であった。演習や学び合いを通して、式のより深い理解と活用力の向上につなげたい。
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　知識・技能においては横浜市の平均とほぼ同じであるが、思考・判断は分野に関わらずほとんどが平均以下であった。知識・技能
においては、生物分野の植物の育て方や地学分野の土地のつくりの正答率が高い。このことから、暗記するものは定着していること
がわかる。その反面、物理分野の力（てこの原理）や化学分野の気体（ろうそくの燃え方）といった目に見えないものや想像するも
のに関してはかなり正答率が低い。このことから頭の中で想像したり、結果を予測しながら行う取組が重要である。

　全体での正答率を見ると、横浜市の平均とほぼ変わらない。しかし観点ごとに見ていくと本校の弱い部分が見えてくる。まず、す
べての分野に言えることは、物質の名称や気体の種類など、暗記で取れる「知識」については正答率が高い。ところが、溶解度の計
算や密度など計算を要するものに関しては正答率が低い。また、思考・判断に関してはどの分野においても正答率が低くなってい
る。このことから覚えるのではなく原理を理解させることと、実験などを通して考える力をつけることが重要である。

　全体での正答率を見ると、市の平均の正答率をやや上回る結果となった。問題別に確認すると、地球の分野では８問中６問は市の
平均を下回る正答率となり、苦手意識が見られた。エネルギーの分野では、８問中６問は、市の平均を上回る正答率となり、得意意
識が見られた。また観点別では、思考・判断・表現で、１１問中６問が市の平均を下回る正答率となった。もっている知識を活用し
て、考えていく力を伸ばしていく必要がある。
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　全体的に、市の平均をやや下回る結果となった。短い文章から必要な情報を聴き取ったり読み取ったりする問題は、平均を上回っ
ているが、ある程度まとまりのある文章から必要な情報を読み取る問題の正答率が低い。今後、繰り返し教科書本文の音読を行い、
語彙力を増やすとともに、英文に触れる機会を意図的に作っていきたい。また、帯活動での会話活動を通じて、楽しみながら英語に
触れ、失敗を恐れずに英語で自分の考えや気持ちを伝える練習をしていきたい。

　すべての項目で、市の平均の正答率を上回る結果となった。前年度に「書くこと」が市の平均を下回ったため、今年度は自分の思
いや気持ちをまずは書いてみる練習を増やした。ただ、まだ「書くこと」の無回答にしている生徒も多いので、「書くこと」だけで
なく、他の技能でも、間違うことを気にせず挑戦させていきたい。また、知識・技能だけでなく、それを使っての思考・判断・表現
の問題で、自分の意見や思いを伝えらえる練習も継続的に行っていきたい。

　全体的に、市の平均をやや下回る結果となった。「聞くこと」に関する問題の正答率が低い傾向が見取れるので、情報を整理し、
問われた内容に正確に解答する練習が必要である。また、正確な発音での多読練習を繰り返すことで、聞き取ることができる英語の
量を増やし、「読むこと」に関する能力の向上にもつなげていきたい。他学年と比較して気になる点は、通過率80％以上の生徒が4割
以上いるのに対し、50％以下の生徒が2割おり、30％以下の生徒の割合も多いことである。苦手な生徒への支援を考えていきたい。


